
曇

饉興

会
　
四
月

七
日
∞
　
会
事
務
所

第

一
集
会
　
四
月

一
四
日
的
　
小
金
井
繹
人
ハ凛
館

争
業
部
会
　
四
月

一
九
８
０
　
場
所
赤
史

山

誌

念
　
四
月
二
一
Ｂ
”
　
日
立
公
暉
館

※
各
集
会
と
も

一
九
哺
開
機
で
す
・
時
間
装
大
開
に

す
る
為
．に
定
刻
に
襲
合
の
こ
と
，

集

会

計

画

期
　
日

祭

申

沐

献

螢

．
ル
ー
ト
嬢
察
驚

二
本
出
す
―
葉
沢
出
合
上
流
に
て
本
谷
な

農
る
率
に
決
定
し
鸞
点
に
向
う

。
掛
け
ら
れ
て
い
る
丸
太
橋
・で

は
チ
翼
ッ
ト
危
い̈
‘
史
本
な
追
加

、
ル
ー
ト
エ
作
η
羨

・
八
米

羅
沙
流
構
を
全
〕興
が
ジ
ド
ボ
ル
こ
こ
な
く
渡
り
き
る
．

ス
一幕
は
・画
く
義
徊
い
た
Ё
地
に
二
猥

。
　

（
ふ
川
　
正
難
．
）

タ
イ

ム
　
欝
温
泉
３

・
∞
１
濁
沢
＝

・
め

～
縛
―
纂
営
地
烙

，
叡

☆

一
二
月
二
九
日
卿

漉

塙
五
羅
鸞
所
―
二
〇
五
〇
米
ハ
廊
Ｃ
）

夕
日
か
ら
は
い
よ

い
よ
取
り
つ
き
で
あ
る
ｏ
Ａ

・
３

′
Ｃ
隊

な
モ
瀞
ぞ
栓
Ａ
隊

、
Ｂ

′
Ｃ
隊
こ
の
二
つ
に
分
け
て
一ぼ
勒
寸
■

こ
と
に
な

っ
た

了
樹
林
斎
ｔ
ひ
た
す
ら
に
堅
る

ｏ
地
”
パ
ー
サ

ィ
ー
が

、
か
む
リ
ト
レ
ー
ス
を
要
し
て
い
う
Ｌ
い
か
、
雄
さ
■

Ｅ
少
し
察

で
あ
る

υ
昔
雪
聯
山
ま
で
つ
き
上
げ
て

い
る
こ

１，，
罵
線

は
さ
ほ
ど
懸
萱
で
は
な
く

，
両
下
箇
く
も
な
ｔｌ
が

１
つ
ウ
フヽ
■

が
ひ
フ
か
か
る
こ
り
が

ヽ
か
な
り
抵
れ
が
あ
る
ｏ
で
ｔ
な
ど
が
、

冬
山
ヒ
も
田
変
え
な
い
、　
一六
像
の
イ
い
て
と
て
も
気
が
富
本
で
あ
る
。

ｔ
の
こ
と
を
思

っ
て
登

っ
て
い
る
調
に
、
ど
こ
か
の
大
学
θ
パ

ー
テ
ィ
が
下
山
し
て
来
た

ｏ
ｔ
れ
よ
り
栗
に
さ

っ
て
行
く
と
二

日
目
の
天
菫
”
地
が
あ
ち
た
が
‥
時
ｍ嘲
が
早
い
の
で
ご
ん
ど
ん
奪

☆

一

Ｉ

［

二

■

日

山

　

泌
■

・́

Ｂ

こ

―

高

高

山

Ｉ

Ａ

‥

ご

ハ
ト
　
Ｆ
小
川
瀾
●
Ｌ
　
軍
出
　
中
■
い
　
一鎌
丼

姜

鳳
上
ま
Ｉ
ハ
際
ヽ

■
げ

，、■

／
」
い
Ｄ
林
』ヽ一史
使
´
予
定
に
従

は
ヽ

「
一い
」

ゴ
Ｔ
‐Ｉ
ｔ

■
ボ
ー

‐ヽ、」
ｉ
′‐ヽ、
日
賦
が
ほ
ぼ

一
粘
に
行

“
サ
´
ご
Ｌ
〓
な

，
■
■

Ｌ
Ｔ
嗅
中

ｉ
い
え
々
ｒ
ヽ

甲
高
性

，
丈
′
は

い
樹

称
が
し
ば
し

ｔ

ｔ
に
お
■
”
１，
Ｉ

、
二

，

上
社
歩
く
感
し
の
所
が
出
て
く
る
．

ヽ
・　

ヽ
「Ｈ
警
め

問
け
て
き
た
渥

穏
ユ

、
い
く

つ
か
の
ピ
ー
ク
〓

ご
■

●
パ
ら
噸
「
国
に
さ
●
■
、
、
二
四

ノ、
六

＝
∂
ピ

‐
フ
に
出
た
し

Ｉ
Ｐ
直

下
″
コ
じ

」̈
は
、
ニ
バ
ー
テ

Ｆ
か
幕

営
し
て
お
り
、

魔
暉
墨
六
バ
ー
テ
イ
″
梨
し
た
と
思
わ
組
る
ホ
市
の
吋

い
た
軍

一一
静
蕉
〕
ｔ
力

っ
て

・
大
変

人
間
輿
い
。

コ
咋
■
■

く
上
「
∴

凛́
　
ｔ
ｉ
森
林
稽
栞
一ヽ

矮

彩
に

し
た

山

行

計

画

輿

私
父

（
二
月
合
宿
）

二
月
二
日
０
～
■
月
五
日
”

天
野
　
一
部
　
醜
多
摩
郡
斌
原
村

一
六
ハ
九

四
月

ュ

一
口
ま
で

凸
］

一何
　
神荘
い
　

坐
ロ

贖

本

晶

血
山
（
二
月
合
宿

）

期

　

日

　

一
二
月

二
、
日

一

ヽ

一
日
三

日

む

，
１，こ‐
書

　
栞
田
■
」

■
‐‐ｌ
ｒ
「
一
　
■
博

札

（〕
木
詢
　
出
□
¨

ト
ー
・

＝
，
ｔｉｌ
　

１̈１
●
　

‐１１１
■
　
ｋ
野
　
花

丼
切

ち

ヽ
　

卜̈
帥
　
一■
丼

碑
　
Ｌ
上

一
四
魯
¨

編熟
　
　
」
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ヽ

一

☆

一
二
月
ニ
ハ
曰
嘔
　
』

　

疎
京
―
大
町
―
尋
五
ご
『
一巾
　
　
一

平
鯖
体
繰
が
潜
４

・
か
な
い

，
―
こ
思
′
４
穣
一雪

．
聰
九
”

射
■
、

」
Ｉ
講
潟
景
が
今
合
帽
´
出
竃
点
で
あ

島
ｔ

辞
日
二
舶
油
購
入
辱
″
た
ご
毎
種
し
た
一早

新
宿

■
見
送
り

■
■
け
立

「
た
雹
皇
朝

″
ヽ
町
に
て
き
流

゛
遭
ぴ
震
ｋ
引
い
け

て

く
１

■
海
川
に
別
オー
一ヽ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
こ
こ
に
来
■
生

ダ
ム
薄
キ
督
‐
、ヽよ

っ
Ｉ

Ｆ
ら
れ
た
立
ス
な
中
■
■
だ
歩
／ヽ

．
菫
ヽ

い
長
い
な
唐

隧
・遭
ｔ
暴

「
に

，―、
小
一■
ｌｔ
．ヽ
ふ
―
・た
ρ
も
含
め

、

Ｋ
Ｔ
″
卜
適
ｔ
沢
け
几

，
一濁

で
あ
一
「
た

，
業
沢
出
ε
ほ
一建
く
な

い
ぃ
ず
ム
正
幸
に
よ
り
■

、
「
＝
喪

、
た
二
”
耐
重

０
過
し
た

）
「
´
炒
守ゝ

百
く

ｔ
だ

い
「↑
Ё
「
て
．か
〓
ウ
高
「
山
■，
碑
下
Ｌ
思
い

十
一ｆ
町
に

二
日
目
ρ
天
韓

地
Ｉ
へ
一
沖
、
一人
常

な
薇

「
■
■

（
ｌｔ
ヰ
　
障

壺
ご

，
１

ム
　
一ア
‐
ン
ト
楊

（
五
尭

一電

Ｙ
い
・
４
１
高
嶼
尾
根

７

・

”状
―

一
九
●
０
米
耐
一面
―Ｉ

Ｉ
は

―
■
〇
五
■
米

一
け

〕̈
．ヽ
＝

・

．■
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植
生
や
ガ
レ
キ
の
中
ｔ
登
っ
て
い
っ
た
′
風
に
よ
‐り
・
罵
緞
で

い
に
は
さ
し
て
藝
餞
甦
く
．
備
¨
恐
西
沢
側
に
は
曇
庇
が
出
て
い

一０
．申

際́
、
コ
ん
か
ぅ
た
は
か
な
り
の
風
で
、
登

っ
て
い
る
間
は

ほ
ぼ
薦
一曲
か
ら
足
常
的
に
咬
い
て
い
た
ｆ

か
な
り
複
界
の
円
ざ
さ
担
た
中
と
楼
鵜
へ
こ
向
か
フ
て
い
っ

た
が
ヽ
時
間
的
に
Ｂ
歓
も
七
う
モ
ろ
下
一り
な
け
組
ぼ
む
一り
な
く

な

つ
た
こ
こ
ろ
で

・
摯
線
手
前
で
は
あ
る
が
、
群
斜
増
驚
利
用

し
て
熱
ヤ営
す
る
こ
と
Ｌ
し
た
ｏ
　
　
　
　
（
甲
出
　
饉
司

）

タ
イ
ム
　
ｅ
Ｃ
６

・
”
１
７

・
獨
～
弱
―
二
四
八
六
＝
ピ
ー

ク
１０

・Ю
Ｉ
Ａ
Ｃ
曖
・
恥

（
ハ
黛
ｗ喝
・
ω
）

θ

二
八
〇
０
米
～
二
〇
五
０
米

Ｐ
家
田
　
典
木
詢
　
置
目
的
　
花
丼
綺
　

，綺
本
　
時
田

サ
ポ

ー
ト
■
じ
て
き
た
」何
ｔ
風
に
鐸
ぽ
さ
イ
な
い
よ
〈
ン
に
お

う
し
ヽ
下
出
予
度
時
間
ｔ
遇
ぎ
て
い
る
の
で
Ａ
豚
の
テ
１／
卜
設

蛍
一体
手
伝
わ
ず
軍
マ
に
下
る
。
“
腱
璽
模
様
で
顔

―こ
当
た
な
一雪

の
た
め
目
ｔ
あ
け
て
い
る
の
が
た
い
へ
ん
だ

１
お
ま
け
に
一欄
界

も
悪
く
、
今
壺

っ
て
き
た
ば
か
り
な
の
に
赤
旗
ｔ
た
よ
り
に
下

脅
・
コ
ル
で
風
を
よ
け
ひ
こ
急

い
漁
る
。
こ
こ
か
う
わ
ず
か
の

至

ｔ
・
ノ
■

●
　

‐̈■
■

‐
卜
」
―
ヽ
は
Ｆ

Ｉ
■
ビ
消
え

一フ
ン
ゼ
ル
と

「

ぃ
ｒ
ｉ
ｌ
ｌ

ｔ
ォ‐
ｔ
ｉ
ノ‐
●
か
し
の
朗
せ

の
二
□
（
六

「
の

し
―
ク
■
蝸
〓
一森
林
帯

に
入
一́
）
一
い
ま
ま

で
″
国

か
う
そ
の
よ

■́
て
．
園
出
帽
が
じ
ゃ
ま
に

Ｉ

′‐■

途
中
テ
ン
ト
■
根
堂
中
の

、
―
一，
１
に
会
一ク
，
、
」計
一屋
押
卜
ｔ‐
馨

「
て
い
た
ょ
り

，ク
く

の
人

ボ
八

「．
て
い
一■

テ
ン
ト
に
電

く
こ
令
日
入
山
し
て
き
た
小
堤

に
ピ
入
Ｌ
＝
た

。
　

　

　

　

　

　

　

　

（
出

□
　
久
子

）

や
イイ
ム
　
下
山
問
蟷
に
　
■
１
１
日
Ц
Ｉ
コ
‐‐ノ
い
　
■
～
“

―

ド

一

Ｆ

・

・

○
像
薔
隊
　
Ｐ
小
鍵
　
ス
上

一
名
　
篤
濾
氣

―
高
一曇
山
直
下

前
在
、
瀬
悔
発
の
列
菫
で
脳
発

・
車
内
は
豊
い
て
い
て
ゆ

ゃ

く
り
眠
る
こ
と
が
出
来
た
。
大
町
で
は
パ
ス
の
時
間
ま
で
に
問

が
あ

っ
た
め
で
槍

八
行
く
と
い
ぅ
単
独
ρ
Λ
こ
タ
ク
シ
ー
で
．暮

湿
象
ま
で
ハ
「
た
。

届
け
な
滴
ま
せ
・
小
し
明
る
く
な
る
の
な
鶴
っ
て
な
う
出
発
。

荷
も
藝
く
，
璽
の
少
な
い
層
散
綾
網
に
達
み
、
暴
後
∂
ホ
演
け

の
ト
ン
ネ
ル
鷲
枚
け
秒
こ
も
う
高
“邸
尾
線
の
数
付
き
も
見
え
や

濁
で
あ
る
ｏ
欺
付
さ
へ
は
餞
察
時
に
麟
「
た
河
康
の
瀬
と
使

っ

た
。
蒸
ほ
奮疇
瀬
川
の
本
最聾
も
小
な
く
、
足
稜
一滞
一り
，す
こ
と
も
な

く
繭
轟
す
に
療
ａ
■
ｙ
」
ぶ
繊
素
σ
．
取
付
さ
に
は
熟
人
の
テ
ン
ト

が

一
帳

、
ポ
ツ
ン
こ
あ
り
ヽ
伍
富
が
入
自
に
あ

っ
た

″

小
休
上
の
後
、
動
．遷
跡
か
ら
高
麟
甦
藤
本
端

Λ
取
付
い
た

。

鋤籠
初
紗
慮
竪
は
難
が
凍

ウ
て
総
一り
や
す
く
歩
き
に
く
い
，
一後
は

轟
｝
攣
行
妙
髄
オ
茎
味
お
い
な
が
一り
こ
高
い
た
い
こ
こ
う
だ
」が
、

次
発
に
層
螢
一繰
・繰
ど
な
っ
て
き
て
、
ゆ
フ
く
り
も
し
て
い
ら
組

な
い
ｏ
一
Ｔ
十
衛
桂
か
し
越
え
た
‘
こ
う
で

滋
々
の
テ
ン
ト
を
見

つ
け
、
「
ほ
吉
に
は
キ
ハ
』
賛
吋
遮
に
幕

営
こ
書
い
て
あ

つ
た

の
に
は
な
ど
ヒ
忠
い
な
が
一つ
も

一
安
虐
。
場

が
蝉

っ
て
く
０
ま

で
、
の
ん
が
り
予
ン
ト
内
外
の
整
警
等
し
な
が
う
待

フ

こヽ
こ
に

し
た

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
堤
　
仁

）

タ

イ

ム

　

糠

麗

壊

６

・
Ю

Ｉ

取

甘

き

８

・
“

，

９

´
Ю

Ｉ

高

機
麟
緞
薦
下
１２
，
輸

☆

一
二
月
二

一
日

的

晴

Ｏ
Ａ
隊
　
ホ
轟
轟
仕
優

一筆
羅
が
晨
い
け
で

早
く
薔
将
す
る
予
繭
赳

っ
た
が
、
騨
は
相

養
ら
“ず
強
く
¨

・視
・界
も
悪
い
″
で

明
る
く
な

っ
て
か
一り
四
名
で

麒
餐
す
る
。
ゾ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
む
―
ク
に
率
績
を
立
て
て
、
縦

ｔ

薔

に
入
ひ

″
雪

は
こ
ぼ

さ
組
て
．適

ｒ
わ
か
る

ｏ
風

が
非
常

―ご

一気
い́
び
・
鸞
博
な
く
絶
好
の
ア
タ
ウ
ザ
日
繊
て
み
る
ｏ

議
議
「紗
轟
ρ
分
岐
と
遍
ぎ
、

一
日
一コ
ル
に
下
り
、
小
さ
な
ピ

ー
フ
な
い
く
っ
も
越
え
る

。
な
の
兼
沢
か
ら
の
風
は
、
小
さ
な

ふ
の
構
■
・小
き
つ
け
、
猥
が
非
一鸞
一̈ド
痛
い
″
少
し
大
き
く
下
っ

て
束
沢
無
越
に
出
る

。
な
い
乗

趣
に
は
鸞
が
な
く
．
地
機
か
ポ

ツ
レ
こ
立

っ
て
い
る

・
ヽ
一こ
か
ら
は

、
ほ
ぼ
潜
練
餞
し
に
着
籍

や
熙
に
由鷲
張̈
し
な
が
一つ
豊
り
、
一属
い
画
面
に
な
る
こ
．
ボ
轟
小

雇
ド
出
た
。
風
雄
避

け
て
小
置
に
入
り
た

い
の
だ
が
、
一Ｐ
が
露

ハ
な
い
。
性
力
な
く
一旭
通
の
ひ
ヴ
で

休
ん
だ
¨

ノ‐ヽ
慶
か
・り
広
い
画
面
な
水
轟
住

‐こ
向
・ク
″

こヽ
の
頃
か
う
風
は

」
）

止
み
．
少
し
歩
行
も
楽
に
な
る

。
早
担
な
輌
面
が
終
わ
Ｌ

、
本
　
一

轟
滋
に
縮
く
岩
穣
ボ
泊
一
っ
て
く

る

。
東
沢
創
に
何
本
か
の
工索
嘴

し
い
繭
楼
五
落
し
ヽ
篠
線
に
は
美

し
い
電
腐
が
で
て
い
る
。
ピ

こ
鼈
登
る
の
か
わ
か
一り
ず
不
安
に
な
る
が
、
古
い
フ
イ
ゼ
ン
の

跡
糧
た
ご

っ
て
ゆ
く

，
岩
峰
は
全
部
窯
部
側
と
ま
き

、
一急
な
嚢

面
ｔ
一フ
ソ
超
ル
す
る
ｏ
暴
・微
は
、
］石
の
部
分
へ
秒

，
て
水
晶
道

に
立
っ
。
藤
菫
は
菫
・っ
ま
で
も
な
く
素
嘆
し
い

。
日
本
の
高
山

地
構
は
ず
べ
て
興
′る
こ
と
が
で
き
た
。

女
艦
に
よ
り
ヽ
ウ
日
中
に
森
杯
帯
ま
で
下
る
よ
一つ
に
こ
爵
鵜

ｔ

一つ
け

ヽ

早

マ
に

下

由

に

か
か

る

っ
鷲菜
鴨

し
い
晨
整

に

，
写
鼻
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社
と
る

た
め
立
ち
止
ま
り

が
ち
で
あ
る
。
本
晶

１１、
耐
一付
五
ま
一ｔ

く
る
と

二
舟
び
風
が
強
く
な
り
・
進

わ
れ
わ
よ
う
に
下
る

．

テ
ン
ト

に
も
ど
を
と

、
釈
田
／
｝天
野
が
向

つ
て
い
た
ｏ
今
日

の
轍
収
は

、
時
間
が
お
モ
い
の
中く
と
り
寸
″

、
も

，
■

臨
談
線

付
近

に
泊
る
こ
と
に
な
る

。
熙
こ
地
改
一翻
一か
ら
の
が
組
ヽ
二′
し

卜
に
入
る
‘
よ
一ク
ゃ
く
落

ち
港

ぃ
た
。
　

（
唆
春
醸

一万
森

）

タ
イ

ム
　
テ
ン
ト
場
７

・
∞
―
湯
俣
分
疎

７

．・
場
―
水
晶
小

慶
Ю

・
‐０

，
両
―
ホ
晶
奮
日

ヽ
弱

～
１２

・
“

―
ホ
品
小
屋

２

，

４５
１
，ヽ‐ン
Ｖ
ン
グ
シ
ョ
ン
ピ

ー
ク

島

・
渤
―
テ
ン
ト
湯

陽

・
∞

〇
二
〇
五
〇

犠
―
野
口
五
節
奮
―
二
八
〇
〇
嘲

（
Ａ
Ｃ

）

Ｐ
課
田
　
鉾
本
輸
　
出
口
０
　
１１、
堤
　
満

水
　
花
丼
帥
御

一人
野

二
０
五
〇
の
Ｂ
Ｃ
ｔ
時
田
を
残
し
て
蘭
謬
＾
。
昨
夜
の

リー、
雪
と

風
で
卜
し
―
ル
は
消
え
て
い
る
ｏ
青
雷
風
山
桂
越
え
る
こ
昨
日
入

出
し
た
パ
ー
テ
イ
の

大
議
書
が
・薇

っ
く
わ
わ

。
ま
だ
行
動
し
て
い

な
い
よ
う
だ

。

九
時
四
五
分
、
ア
ダ
ゥ
ワ
隊
こ
秦
傷
す
０
が
全
然
交
悩
で
き

ず

、
Ａ
Ｃ
に
残

っ
た

ス
野
が

、
昨
日
私
が
Ａ
Ｃ
に
置
き
も
檸
て

き
た
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
中
翠
し
て
く
れ
た
，

藤
棘
殿
撃
事
ぼ
・■
′‐Ｉ

一、
鰤
当
１̈
´
―
ム
機

く
楡
カ
ゥ
買
総
な
が

う
新
バ

ニ
人
は
こ
∂
電
黒
警
な
ど
ず

、　
ｌｌ、
賞
と
共
に
下
り
て
ｔ

一り
ｐ
ク

薔
騰
″
少
な
い
建
′組
な
薄
む
と
二
諄
八
六

硼
Ｐ
は
菫
ぐ
て
．

こ
こ
複
下
る
と
二
四
六
〇
個
の
コ
ル
に
フ
く
．
■
り‐′
―．
は

二
豪

一暴
営
し
て
め
り
、
こ
こ
か
一り
ρ
槍́
か
墓
は
ず
ぼ
一り
ｔ
，‐，く
、
ヵ
メ

ラ
の
プヽ
ャ
ッ
タ
ー
の
華日
が
ＩＩ
響
」
で
か
に
な
る

．

コ
ル
が
一り
穣
級
い
が
け
て
ゃ
ゃ
き
っ
く
な

，
た
燃
鶴
ほ
上
か

一つ
眠
く
爆
に
さ
か
一り
っ
て
登
る
。
苦
し

い
螢
り
だ

。
し
ぽ
う
く

更
Ａ
Ｃ
に
着
く
，
Ｆ
日
ほ
ガ
ス

つ
て
周
囲
の
様
子
が
わ
か
う
な
　
一

が
つ
た
が
ヽ
穫
繰
ま
で
わ
ず
か
で

ヽ
お
よ
せ
二
八
〇
〇
“
″
輝
　
一

点
だ
。
Ａ
Ｃ
の
一本
野
と
椛
丼
勧
こ
奪
流
ｔ／
、
出
口
釣
鼈
ハ
，Ｃ
ｔｉ

務
し
て
野
口
五
郎
畜
に
向
ク
リ
曇
は
敏
黙
と
し
て
強
く
．
昨
日

か
ら
掌
よ
う
し
の
懇
い
花
丼
働
は
よ
く
椰
に
よ
う
け
、
後
の
戯

本
０
が
大
き
な
携
体́
で
彼
女
複
な
さ
ぇ
る
。
障
職
か
一り
お
の
方

―
ル
．メ
ＩＥ
入
り
、
山
爵
め
が
け
て
登
る
こ
腎
ロ
ユ
椰
轟
だ

ｏ
一

三
暉
８
五
分
の
一父
餞
ｔ
ず
ぅ
と
、
ァ
ァ
ッ
ク
隊
は
水
晶
自
由
鑽

だ
と
い
一ク
．
秒
ま
り
に
も
運
ぃ

。　
一
壼
一は
今
日
中
１‐ｌ
Ａ
・Ｃ
樫
・

■
０
五
〇
の
Ｂ
‐Ｃ
圧
下
う
・す
・ヒ
奎
い
っ
スヽ
が
、
小
し
照
理
と
な
フ

た

，
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

■
ヽ

．
　

．

ア
メ
ツ
フ
隊
こ
の
奏
億
の
め
こ
・
小
曜
こ
交
・儀
毬
Ｔ
摯
，
磁

う
は
九
羅
別
れ
た
森
林
限
界
に
日
向
ぽ
「〓
に
置
し
て
い
た
一い
一レ

甕
が
少
な
く
て
歩
き
づ
一つ
い
料
面
樫
下

っ
て
Ａ
・Ｃ
に
も
こ
り

大
幕
内
で
休
憩
す
ル
．
聡
靭
の
天
・畢
構
収
も
鍛
熙
に
華
中ガ
す
る

こ
と
が
予
穂
さ
み
・
花
井
の
が
３
・Ｃ
に
下
り
、
だ
り
に
叡
田
が

ハ
Ｃ
ｒ
一策
る
こ
こ
に
し
た
。

鉾
ホ
鶴
、
出
□
的
、
柁
井
紛
の
三
る
は
強
風
徹
育
に
受
け
な

が
う
、
Ａ
・Ｃ
雄
あ
こ
に
し
た
。
釈
田
は
二
四
六
〇
の
機
し
峰
彼

ら
壼
見
魅
り
に
下
つ
た
つ
聯
り
″
Ａ
・Ｃ
遍
の
登
り
、
三
日
議
で

・
あ
る
が
、
井
一常
に
か
っ
た
る
い
っ
　
　
　
（
嫁
圏
　
浩
工

）

タ
イ
ム
．
３
Ｃ
７
・∞
―
森
林
限
界
９
，
詢
～
０
・
∞
―

二

四

六

０

コ

ル

Ю

，
鋤

～

“

Ｉ

Ａ

・Ｃ

ＩＩ

・
１５

∫

ハ

ー

等

口

五

郎

憾́
＝
，ぬ
～
曖
。
∞
‥
Ａ
・Ｃ
曖
・め

○

二
八
〇
０
ボ

ー

ニ
〇
五
〇
米

Ｐ
鉾
ホ
０
　
饉
□
０
　
舵
井

的
　
状
上
二
名

Ａ
隊

の
天
雷
帯
棘
収
の
手
伝
い
の
為ヽ

、
塚
田
ど
花
書
い
が
交
替

し

、
下

山
に
ヒ
リ
か
か
Ｏ

υ

昨
日
は

、
藝

と
爛

「
よ

つ
り
の
景

優
も
わ
か
ぅ
な
か

っ
た
が
、

今

日

は
耐
下
贔

い
だ
け
デ

，

総

―

盤
生

は

じ
い●

卜
し
　

出

マ
パ

す
ば

一，
ｔ′
い

。

嶋

コ
ー

鳳

て
■

く
手
ｔ
担

ホ

ｒ
ｔ

し
た
が
、

鮮
日
の
壺

り
も

一
煮
に
下

「
て
し
ま

一ｆ．
ラ
ニ
□

一（
Ｃ
米

，

コ
ｌｔ′
付

道
で
日
た意

「

一
‥

ユ
■
〓

り

ヽ
Ｆ

●

―

´
Ｉ

御

林
一十
ｌｌ
ｉｌ
●
√

〓

」
上

一
ま

で

青

に
な

１１
■

■
吹

い
て
い
た

職
ｔ
●
■

ｒ

よ
子
に
等

ま
り

、

日
ざ
し
ｔ，
さ

”
よ
一っ
で

眠

か
ぃ
，

ｒ
中

．

一
本

■
て
み

ま

で
ｔ
な

ニ
ト
リ
■

小
堤

と
新

人

三
亀
′

待

「
人
幕

卜
同
か
い

．
峡

か
い

肛
・荼

で

ｕ
え
争

１１
た
。

（
花

井
　
胸
け

み

）

フ
イ

ム
　

睛

☆

一
月

一
日

的

　

・晴

礼

　

一
一
ハ

○

○

米

Ａ

，Ｃ

Ｉ
鱒

凛

宗

だ
配
し
て
い
た
風
も

二
．て
れ
ほ
ど
滋
い
こ
こ
な
く
テ
ン
ト
の

織
収
を
終
え
■
・
さ
て
出
羅
こ
い
う
時
に
運
褻
く
初
日
″
出
こ

な
り
、
全
晏
す
が
す
が
し
く

一
九
七
八
年
な
〕
た
０
．
書
労
し

て
畜

っ
て
き
た
愚
な
一電
摯
も
見
通
し
θ
よ
い
中
で
ど
ん
ど
ん
下

つ
た
‥
輝
雪
は
あ
い
か
ρ
一ゆ
ず
少
な
く
、
樹
林
帯
に
入
る
と
シ

マ
ク
す
ゲ

の
湧
に
磁
ま
さ
承
る
。
Ｂ
こ

驚
週
ぎ
て
し
ば
一つ
／ヽ

ア
イ
ゼ
ン
に
付
く
羹
一め
ダ
ン
ゴ
が
気
に
な
っ
て
く
ゃ
吸
●
本
隠
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ほ
遷

い
つ
い
た

，
こ
こ
で
餞
丼

，
天
野
ポ
今
礎
の
超
過
場
購
終

定
∂
嵐
〕
、
・先
僣
す
る
こ
と
に
な

つ
た
゛
購
・付
点

へ
の
下
降
は
、

躍
裁
末
哺
よ

り
手
前

で
な
の
警ヽ
地
と
お
り
た

。
一曲
沢
の
瀬
歩
な

で
や
め
ん
ど
う
「て
あ

り
λ
が

、
あ
乙
尊
蝉

調
な
適

躍
歩
き
肥

，

長
い
ト
ン
ネ

ル
な
い
く

つ
ひ
腹
け
て
蕩

温
泉

に
つ
い
た

。

全
大
野

　

一
郎

）

タ
イ

ム

Ａ
・Ｃ
７

・
∞

―
取
付
点
Ｈ

・
∞

―
蕊

温
彙

嘔

・
鋤

蒸
Ч
係

の
．報
二
曰

☆
装

備

今
回
も
太
年
に
み
き
フ
づ
き
梅
上
げ
ｔ
行
な
紗
な
か
っ
た
島

装
備
一の
警
理
は
や
り
島
か
っ
た
が
、
初
日
の
持
∂
醸
さ
は
か
な

り
な
も
の
で
あ
ら
た
Ｆ
人
数
が
当
初
の
予
足
よ
り
減

つ
た
た
め

二
日
目
よ
リ
ニ
パ
ー
テ
ィ
に
再
瀞
成
し
・
じ
隊
わ
装
備
．ｔ
取
付

・

点
に
残
し
Ａ
こ
こ
に
よ
り
持
は
相
当
軽
く
な
り
、
距
証
家
の
ぼ̈

す
事
が
選
来
た
ｏ
贅
当
な
策
く
あ

っ
た
Ｙ
撃̈
ク
・

装
備
鷲
足
り
な
い
も
の
は
籍
に
な
か
っ
た
こ
愚
ク
，
魔
省
点

と
し
て
は
、
通
油
の
パ
リ
ダ
ン
ド
漏
る
も
の
が
あ
ゥ
た
事
φ

」ヽ

漁
■
フ

‐ｔ、
て
体
ヽ
“辱
驚
会́
硬
リ
チ
エ
ン
ク
は
む
一ず
か
し
い
絆
プ
ヽ

着
農
使
用
し
て
漏
杵
る
も
の
威
不
菌
ρ
マ
ー
ク
な
つ
け
て
鵞
庫

Λ
返
す
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
表
一構
体
で
ｔ
加
な
静
理
す
る
な

り
赴
分
す
る
な
り
し
漱
寸
″

石
油
の
由機
一は
傷
曇
間
議
に
な
る
謝
、
今
回
の
腱
円
迎黛
は
■
０

２
蒻
で
あ
っ
た
。
半
分
ス
上
余

っ
た
理
由
と
い
て
は
、
二
隊
碇

二
隊
に
繊
少
し
た
こ
こ
。
日
程
が
短
蠅
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
一り

漁
る
が
、
四
〇
ρ
は
多
憑
ぎ
る
こ
患
り
・

題
油
購
入
に
つ
い
て
は
、
四
名
に
先
藩
し
て
場
ら
い
、
子
に

入
■
る
襲
が
出
来
た
，

な
お
、
冬
大
順
６
は
繰
り
づ

う
い
た
め
．
士Ｉ
大
中
で
の
設
営

は
ひ
な
り
ρ
瞬
力́
壌
一警
ず
る
，

自甫
後
に
、
讐
パ蓋
な
装
備
左
為
響
し
い
た
『鳩
い
た
皆
様
に
感
謝

い
た
し
ま
す
θ
　
　
　
　
　
　
（
擦
井
　
安
鑽
鰤　
花
丼
ω

）

●
Ｅ
　
″増

持
摯

し
た
壌

品
は
別
式
”
迪
日
ヤ
寺

‥

使
用

し
た
も
の
ほ

Ｉ
”

■
ヽ
■
バ
ラ
Ｒ
Ｉ

、
ご
く

，
―
ギ
か

で
あ

っ
て

三
二
い
ド
い

で
―
―

　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′、
諸
□
　
一全

ｌ

Ｘ
■

・
別
未

―
中

姜
晴

“
リ

４

糧

′ァ
　

油
警

Ｘ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐
ｔ

ｌ

１
１‐

や

（い

時
い
■

Ω~む ~

共 周

つ

こ

一
０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，ｔ

′

‘
　

‘・

メ2. 礎
趨
′　
　
箱
懸

■

報
　

　

鮨
さ

〓

―

―

―

１

０

１

１

、

　

　

　

一

―
．　

―

||

1本

模 翁 品 名 全軟豊 3蕨 (5も )A‐隊(5踊 )

幕

営

用

具
一

炊

手

用

興

一零

フ

フ

シ

ヽ

ァ
　

、ヽ
　

　

，

■
´
　

．ラ

ト

　

．１

た
ヽ
Ｋ

＾
´

Ｉ

一大

二゙
雪

一瞥
ロ

フ

神

卜

醜

網

夕
　
一　
人

繊

ン
し
勲一”り高一　　　　、デ
・ｔ
ヾ

コ
ド
‐フ‐ぐ
■
菱
　
　
　
Ｎ
．、
″

‥

．／
し

な

Ｉ
　
　
　
し

，レ

ー

薔

自

ノ

｝
ノ
寵
　
　
・
〕

，

‥

廟
層
府
コ、
慶
鳩
メ
ロ
一す
べ

「０

５

５

６

0

粗

ク
　

描
替

つ

・４

ヽ
´
”
　

，
ハ

一　
¨^

）

７
）

一
へ
Ｊ

Ｑ

り

　

＾
）

つ
こ

″
じ

ｌ

，

」

０

一

サー′
＝

ギ
　
一　
■

年

オ

ーー‥―――
“‐・１

ヽ
、
　

　

　

　

　

年

―
　
　
日
、

′．　
　
　
　

　゙
団

一
ヽ

・
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
ヽ

一
一
　

´

ザ
襴
有
―＼
土小
貸
ラ
天
温

―‐―
　

　

徴

本

議

根

本

４

神

４

３

櫛

鳩

う
こ
”

５

ハ臼
嶽

本

―

一１１
）

―

．́
″

〕「
一　
一■

　
一．
　
晨
ヽ

¨．虻
　
一］
一

キ
一̈
　
一
／
　
一）

〓

．　
‐
　
　
哺

一定

一ヽ′

凛

亭
　

一

ロ
ニ

彗
溜

　

一

ム

　

一
一　
　
　
ぃ，

．―

　

．

（筆
七

ガ

ピ

繁

峰

予

口

す

巻

複

バ

ヽ

―

　
（
ι

つ
』

０
０
　

・
　

ヽ

，

―

　

一

　

一

↓Λ

ヽ

本

級″
い
）

■

紺
一一　
〓^
）

，

」
オ‐ヽ

プ
ー
ー
，
‥
！

〓
ノ
本

組

６

■
●一・

本

Ｌ

・ｔ

■

も 叔6紋

-9-
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の
　
　
出



ぼ  薬  どL 表

マト 隅 業

腱 :" 1鴇

☆
食

料

際
の
着
が
煮
合
宿
前
は
何
ひ
し
・り
用
事
パ
あ
「
て

、
充
分
に

計
画
社
精
れ
な
が
っ
た
が

、
月
合
社
会
で
参
川
考
の
出

力
ｔ
得

一ぐ

」
て
ａ
て
き
た
ｔノ
ヽ
ま
た
安
際
の
一口
勤
も
早
め
に
終

っ
た
方

で

、
さ
し
ア、
現
地
で
困
わ
よ
う
な
こ
こ
は
な
か

っ
た
●

ペ
ミ
カ
ン
乞
全
朝
夕
に
利
用
し
た
の
は

、
現
地
で
の
繁
職
さ

ｔ
鮎

く
ヽ
し

」
Ｌ

、
コ

キ
ン
グ
て
き
て
、
構

上

げ
ｔ

し
■
い
計
一鰤
に
お
い
ス
　
“
―
■
い
に

ヽ
ッ
「
■
■
、
き
一１
■
ヒ

′
■
点
ｉ
ｔ
え
て
の
こ
■
■
か
ら

ｌ
ｆ
二
十
闇

´
間
風
ヽ
　
一壼

量

的
に
は
■
●
苺
化
″
■
い
占
魯
ｉ
ｒ

ｉ
収
ｔ
金
で
軸

１１
た
Ｉ
「

に

、
口
′
Ｌ

，
国
も
あ
４

・
■
（
０
な
事
一［
■
　
一，
回
・”
賓

■
■
ｔ
ｉ

の
一問
験
に
関
し
て
は
ヽ
論
的
な

こ
こ
は
高
え
な
い

「́
た
バ
ｊ

馴

述
ｒ
目
的
は
達
し
碍
ｔ
ｒ

壼

銀
的
な
面
か
ら

１
打
靱
食
ｔ
良

ぺ
し
主
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Ｌ
し
■
Ｔ

，
ヽ
一
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各
自

″
消

に

，
■
ｉ

ｏ
こ
″
ム
■
な

形
バ

、り
，

”
繕
論

が
瀾
さ

ｒ
■
〓

一
〓
■
悶
書

〓

二

人
野

、
満

水

）

ザフィース'5

ようかん|ヽ κラ1「 ',卜 )`F襄

Lフ
５

　

‐
、

ンヽ
　

４

メ

　

　

、

一
´
　

　

　

，
／

・フ
　
徹

機

　

′れ

継

　̈

フ

予

　
フ

内

容

・
励

、́
ハ
一
ビ

ん

）

つ̈
ｒ

ん
・つ

ペ
ミ

カ

ン
自

、
横

物

駐

（
ラ

ー

メ

ン

）
ラ

ー

メ
し

ヽ
Ｉ

ペ
ミ

カ

ン

助

ｉ
績

物

Ｌ

ハ
和

Ｐ

マ

）
ラ
ン
タ
ノ
テ
ラ
イ
ス
５

ヽ
ペ
ミ
カ
し
助

ヽ
嵩
八
物

ヽ

一
カ
し
―
′）
カ
レ
ー
集
　
米
蜀
合
ヽ
ペ
ミ
”
じ
コ
、
湊
物

，一

・
７

，
す
）
ミ

γ

氷
氏
合
　
ペ
ミ
カ
ン
シ
　
議嶼
物

・、、

ス
，

ゞ

）
ス
７
γ

来
　
栄
■

ヽ
ミ
カ
し
詢

・
貴
物

，
　

．
―

バ

■

二

１

、
Ｊ
Ｉ

綿

チ
ー
で
い
、
）
―

ゼ

ー
ザ

ｉ

∴
―■‐
―

―
卜

■

１

、
市

千

１
∵

ン

ト
ゥ

ハ
し

、
臨

ほ

Ｌ
に
同

じ

‐

翻

昧

料

躍

　

織
荼

均

．
紅
一飛
Ｊ

バ

ッ
ク
、
ウ

ー
ス
キ

ー

小
１

・

‐
一

一
汁
静

」

「

ヽ
／
ソ

メ

リ

、

ツヽ

ョ

ウ

ュ

′
１

お

・ハ
・
し

‐ｌ

た

に

く

イ

一

ミ
ン

４

砂
糖

存

、
フ
リ

カ
テ

／
パ

ツ
フ

」ノ
一ｔ
ヽ
１

・

フ

ズ

■
缶

′
・
７

り
し
果

／
、

嘔

　

ゴ
一

，
す

‐
■

リ

ノ

☆
気
象
記
録

合
悔
靭
間
中
の
天
候
は
利
長
の
適
り
で
す

，

一
日
目
は
日
こ
モ
々
た
い
も
の
の
窓
出
を
思
わ
せ
る
よ
一ク
為

日
熱
で
あ
わ
´
二
日
目
も
日
中
は
同
じ
よ
・ク
な
天
魚

で
し
た
が

ヌ
方
か
う
雪
が
に
り
貯
冷
わ

二
人
気
図
に
よ
る
こ
西
高
東
篠
の

冬出含書台材義
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ぶ
製
大
飛
が
崩
稚
，
日
本
海
、
大
平
洋
に
体
氏
風
ハ
奮
生
す
る
。

ユ
日
目
、
壼
が
幾
り
続
き
藤
線
上
は
強
風
こ
瞭
曇
で
可
て
も
パ

け
バ
リ
に
凛

っ
て
し
ま
一２
メ
憩
で
ぁ
一θ
＾
四
日
日
、
一雪
“は
上
ん

で
い
た
も
の
の
，
相
変

わ
ゅ
ず
雲
密
が
憂
替
し
ぃ
ぅ
ぶ
一嘆
よ
り

回
像
し
陽
光
が
射́
し
端
め
る

・
五
日
日

、
鯛″
″
「り
「
下
脚
ブ
つ

ρ
が
お
し
い
総
」
」
い
う
言
葉
が
□
樫
フ
い
て
出
て
く
る
よ
・っ

崚
曇

一
「ィ
な
い
取
け
る
よ
・ク
な
湾
由
で
あ

っ
た
Ｌ

場  所 夭為 風向 風力

∞

∞

∞

６
睦

ｅ

７ヽ
彼
一
船

″レ
／
　
“い

．朗

蠍
　
綱

飾
　
鳩

大
　
駐

Φ
Ｏ
Ｏ

一
Ｎ

Ｎ

―

―

ム

ご

デ
ぽ

一
　

一

逆

ι

村

Ｂ
ｍ

■

ヽ
大
∪

Ｖ
ハ

ハ
４

旺
鋤

Ｏ
①
③

尋

Ｗ

寸

‐

Ｎ

Ｉ

―

１

２

響

一
一

０

０

‐――‐

いヽ
イ
ーー
）
、
ヽ

６

０

應

／

Ｌ^

・●

ｐ
ツ
ょ
い

し́
）ぜ

・」

Ｂ

付

Ｂ

籠

＝

籠

Ｏ

Ｏ

Ｏ

・４

ハ
い
“湾

鋤

触

密

麟
瀬

⑤
細
ф

Ｎ
一
［Ｎ

NW
（
こ

一‘
）
つ
こ

―lド

―12・

ｌｔ，

、∪
■

（１
‐・
〓
し

だ
Ｌ

ｔ

Ｅ
応

ｌｒ

・ぅ

体

日［

）

１

，

′―●
●
一

③
①
◎

Ｎ

Ｎ

Ｎ

つ
こ
う
乙
―

-3°

― ||'

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｃ

０

２

―フ
ムー
”

総
轡

０

発

１
■

Ｆ

、́――
）
¨
り
、

「
〓

〓“

○

○

Ｎ
Ｆ
ｈ

-7。

一
蒔
的
に
大
気
斌
崩
れ
た
も
の
の
、
全
体
的
ギ
人
睦

か
ら
″

轟
気
氏
の
影
響
】こ
う
け
瀞
や
か
な
五
日
間
で
勝
っ
た

．
籐
の
不

僣
（れ
で
温
度
雹
緩
宍
に
測
ひ
率

が
で
き
な
か

っ
た
事
ｔ
反
噛
■

し
ま
す

。
ヌ
御
協
力
麟
き
水
し
た
天
野

、
満
水
各
氏
に
嗣
礼
中

し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
綺
田
ｔ

☆
感

想
　

　

　

　

　

　

　

　

嵩

小

■
一

■

昨
年
盤

か
藤

く
か
ら

跡
漕
て

‐
ル
が
ｗ

北

Ｉ１
１

ニ
１

１

　

一

と
思

っ
， 、

い
た
は
ず
で

、
ま

六
一か
ふ

´
北

■
――

、
■
●

卜
，

と
は
静
に

も
と

は
言

ｒ

■
い
■
で

●
ま
Ｉ

ヽ

い
■

■
に
ヽ
■
〓
‐
　

．

つ
て

い
た
の

に

Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

冬
出
合
宙

に
ネ
粛

け
て
い
●

い
。
こ

黒

「―
１

１

、
山
ヽ
軸

山

″
せ

い
は
よ
く

ゎ
い

‐１，
■

「

，
た

，
，

ま
で
．　
Ｆ

■
∴
畑

「

て

い
た
一嬰
山
は
．

い
が

――
書
責

″
一彗
が

ぁ

、
十
）だ
け
ず
、
二

て
■

電

″
中
で
ｔ，

，
さ
篇

い
む
ｌ

，
■

こ
Ｉ
は

な
い
・
っ
た

し

．
賓
颯

〉」
い
う

ち
″
■

ル
ル
一尋
●

ρ
Ｉ

は
Ｐ
〉「
一ｔ
い
■
ヽ
「
Ｉ
■
、
謙
一ｔ

い
輛
■

―
福
一
―
■
■
■
―
れ
■

小
ら

，

い
て

い
Ｆ

〕
し
て
決

Ｌ
Ｉ

暴

敬
へ〓

口
一て
」

「
ヽ

「
十
■
一
、
日

い
に

と

Ｐ
て
フ

ラ

ス

に

な
〓

ｔ

ｔ

″
ボ

た

ｔ
ｔ

た
●

ｒ
ｉヽ１
し

，・
ぶ

く
ｔ

九
ｌｔ
Ｆ

尽

山

に

輌

く

ｊ
い
つ
こ
と
に
は

い
「

い
■

わ
仲
′
〓
ぞ

っ
ｎ
ｉ

山

が
導
き
で

気 摩

ぽ
ｔ
Ｄ

兜
一え

や

．

は
な
い

切
だ

り

が

、
白

ヌ
出
の
嵐
バ
想
な
ん
て
″
わ
け
ど
官
葉
に
は
し
が
た
い

ぅ
。
合
常
も
終
り
、
入
金
し
て
そ
ろ
モ
う

一
年
に
な
る

分
に
こ

っ
て
も
何
か
こ
難

し
い
季
節
に
な

っ
て
来
た
ｒ

☆
技
雀
会
記
録

一
月

一
日

へ
濁
濃
宗

・
個
水
饉
で
風
若
会
が
行
取
り
＝
た
。

全
体
的
行
動
面
に
つ
い
て
の
反
る

・
各
係
か
一つ
の
織
告

、
戻
増

ヒ
楽
し
い
中
に
も
有
意
装
な
意
男
が
出

」ヽ
颯
た
。

米
構
初
面
に
つ
い
て

夫
遍
関
係
理
は
列
車
の
指
定
券
が
取
樺
た
事

、
マ
イ
７
ロ
バ

ス
の
手
配
が
自
か
っ
た
事
等
か
一ゆ
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
現
地
到

一̈鋼
｝が
で
き
た

コ
ヌ
荷

の
運
搬
も
車
ｔ
利
用
し
た
の
で

個
人
的
に

は
楽
で
ぁ

っ
た

。
し
か
し
今
後
車
権
利
用
す
る
事
が
多
く
な
る

の
で

現
地
で
の
連
絡
場
所
鼈
確
実
に
し
て
お
＜
慮
要
が
あ
る
と

″
意
〔兄
び
出
さ
れ
た
リ
ヌ
用
具

（
ツ
エ
ル
ト
、
卜
一フ
ン
ラ
ー
バ

ー
、
メ
モ
用
紙

）
の
使
用
が
壽
喫
で
な
か

っ
た
ｏ

米
壌
備
に
つ
い
ヤ、
　

・

メ
ン
パ
ー
変
動
に
際
し
て
装
備
分
胆
ま
が
満
用
さ
棋
、
分
担

、

．
ム
ー
「、
　

的́
な
ゎ
”
ｔ

，
■
油
春
器
に
不
晨
θ
物
か
謁
り
、

■
「
二
■
■
ヽ
―

リ
エ
■
Ｌ

二
Ｉ
川
に
チ

エ
レ
ヌ
ー
ベ
き
で
あ
二
三
午

一
口

‐、、
―
彙
『
Ｌ
ｔ
デ
■
「
■
Ｉ
ヽ
容
誌
は
目
が
し

「
か
り
し
て

ぃ
Ｔ

■
卜

、、
卜

「
Ｔ
」

一「
迪
■
ン
フ
が
あ
げ
一り
れ
て
い
な

か
フ

■
一　

■
十
一■
卜
採

，
足
‐―
な
か

つ
た
等
の
意
見
が
あ

つ
た

。

米
全
曜
に

，
い
一ヽ

ヽ
や

「
‐ン
中

燿
″
ボ
立
ぴ
た
て
ら
れ

た
が

、
時
間
的
に
も
、

料

理
■
ヵ

テ
ぇ
で
も
ロ
ス
が
少
な
い
ヽ

又
、
こ
ま
物
７
使
用
し

■
時
―
リ
ゴ

ミ
″
■
一び
少
な
く
良

ハ
ー

た
の
で
は
こ
い
・つ
意
見

Ｉ

、
■
ご

ヵ
ｌ
は
「
く
ま
で
井
常
時
食
で
あ

つ
て
．
一は
ま
初
き

利
用
下
ヽ
■
在
十
■
は
■
一
大
限

利
用
す
べ
ヽ
一
で
あ
乃
ゾ
」
い
う

二
つ

ｔｉ
ゃ
暉
ハ
出
さ
晨
た
パ
・、
「
」
（″
間
一憩
は
こ
胤
か
う
い
ろ
い
一つ
な

角
ｔ

ハ
ニ
・
検
討
寸
、
き
で
″
脅

〉
」
い
う
結
論
で
あ

っ
た

，

へ
時
田

）

☆
渉
外
及
ぴ
会
計
係

乗
重
着
ゃ
指
定
揮
券
の
支
ス
い
が
、
全
員
遭

っ
て
い
た
の
で

公
討
の
方
は
大
農
で
し
た
が

、
者
濠
の
ご
協
カ
ヒ
大
候
θ
お
か

げ
で

、
温
崇
で
ゆ
っ
く
り
す
る
ヽ
」
と
も
で
き
、
ほ
っ
ヒ
し
て
お

り
ま
す
ｏ
荷
脚
還
絨
に
あ
た
っ
て
は
．
■
川
さ
ん
に
多
六
の
ご

一
一、
）一

躙
“̈鰈

日  時 気温

Ю
Ю
抑

領
眠
ぼ

幹
”
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務
力
を
い
た
だ
き

、
乗
車
の
畷
井
哺
に
助
か
り
深
く
縛
認
し
て

お
り
ま
甘
毛

攻

、
さ
し
八
絆
猛
し
て
下
さ

っ
た
方
々
、
ど
う
も
あ
り
が
こ

ラ
ご
ざ

い
ま
し
た
ｏ　
　
　
　
　
　
　
（
柁

井
　
め
け
み

）

０
出
秀
薄
一別
に
参
加
在
一取
り
上
め
た
者

一
名
は
合
宿
翡貸
と
し
て

六
σ

Ｏ
Ｏ
円
員
旭
し
て
も
一り
っ
た
。

ｅ
雑
曇
に
は

、
片
．適
交
通
書
ス
、
マ
イ
ク
ロ
パ
ス
使
用
・懺

覆̈
，
漂

金
の
中
に
は

、
潟
蒙
の
・硼
泊
奮
一２
含
ん
「

い
ま
す

。

今
花
丼
　
あ
け
諏

）

☆
含
僣
■
い
え
て

ほ
　
田
　
饉

．
壺

二
〓
緻
干

ｉ
、
山
島
鶴
に
お

い
一―

，
■
●
、
マ
拒
ヴ

ァ
リ

ー
ー
レ

ョ
ヽ
）

Ｌ
Ｉ
卜

、
■

″
７
や
‘―′∴

′
隊

”
よ
一っ
に
．
別
動

Ｒ
Ｉ
颯

ル
で
下
た
０
１
●
含
宿
で
は
日
毅

，
一が

加
右

″
関
鍬
か

一Ｔ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
独
特
■
ｔ

則
＝
噌
ム

一
本
に

し
瞬
「‘
た

Ｉ
ｔ
″
れ

・

ち
如
竜

バ
少
■
小

、
１
ド
ｉ
ｎ

卦
村

いヽ
・ず

、
非
常

Ｆ
強
力
」な
パ

ー
テ
ー
ぎ
な

一
一
■

■
″
Ｉ
Ｉ

機

彗
が
少
な
イ
ー

既
に
数
パ
ー

テ
ィ
が
八
由
し
て
お
１１
・　
一大
蔵
に
も
紗
ぐ
ま
瀞

．
お
＝
構
颯
Ｌ

し
て
は
い
さ
さ
か
胸
で
り
な

い
幕

ピ
″
寸
る

合
憎
で
あ

つ
た
．・

し
か
●
し
、
い
つ
■
ヽ
■
″
∴
「
１

お
い
）
一は
限
ら
■
い

，
北
「
′ｔ／

フ
ス
の
中
宍
部
で
あ
り
二

た
ひ
一大
峡
が
く
ず
撃
、
横
自

が
多

「
Ｌ

た

な
ら
ば
」

相
当
彗
髯
し
た
で
あ
ろ
∴
三

当
神
金
曇

う
埼
□
三
鰤
置
ヽ
耐
ホ
品
極
に
至
換
す
る
計

一山
で

諸

「
■
ヽ
バ
、
ヽ
ロ
ボ

ｌｉｔ
十
・二
ｔ
甘
　
ヽ
■
・
ヽ
．
一要
念
恐
朴
一■
、
新

■
■
ヽ
に
―■

■
―
∫
電

ｉ
■
ホ
ー
ト
び
街

一　

摩
い
で
あ

っ
た

ゃ

「
，
　

一Ｉ
ｗ
´
■―
千
１

卜
漱
は
■
ｔ

，
台
燿

ハ
一
中
で

・二

番

ｒ
ふ
―
卜
藤
ｒ
ｔ

，

・
ｔ
よ
（
た
に
電
え
パ
Ｌ

一
口

Ｆ
「
丁
●
」

，
，

い
″
際

‐ｌ
バ
嵐
は
謗

ｉ
ぶ
つ
た
に
も
か
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な
か

っ
た
か
。
と
い
う
慎

間
が
反
省
会
に
お
い
て
出
さ
れ
た
。

合
密
に
参
加
し
な
か
っ
た
会
員
も
計
一幽
よ
り
撃
く
下
出
し
―
も

に
つ
か

っ
て
い
う
報
告
ｔ
読
泳
・
疑
間
ｔ
持
う
て
い
る
方
も
ラ

ｔ、
か
こ
懇
Ｄ
ｏ
昨
年
の
反
雀
会
で
も
同
様
の
燕■
霧
ポ
出
さ
れ
た
。

今
合
囀
の
目
凛
は
ア
イ
ト
ル
で
・爪
し
て
み
る
爛

り
・
あ
く
ま

で
も
本
轟
岳
登
頂
に
め
る
ｏ
目
的
を
達
し
た
な
一ゆ名は

、
さ

「
さ

Ｌ
下
り
る

ｏ

」ヽ
れ
が
Ｏ
Ｍ
Ｃ
パ
今
迄
ヒ

つ
て
き
た
一連
で
あ
乃
ｌ

わ
た
く
し
の
な
た
と
し
て
は
、
新
人
の
合
個
郎
脅
上
げ
姜
一
しノ

な
が
ら
雪
に
な
じ
む
こ
と
で
い
い
ヒ
患
・つ
っ
今
達
こ
ρ
方
ム
で

非
常
に
如
興
が
上
が

っ
て
い
る

ｏ
そ
の
証
拠
に
は

，
冬
ト

レ
で

筵

一
０
～
二
〇
副
の
雪
で
も
た
つ
い
て
い
た
人
で
も
、
冬
山
合

憎
の
帰
り
に
は
相
当
し
っ
か
り
こ
し
た
歩
さ
ん
だ
一な
っ
て
い
ハ
け
。

一
年
会
晏
で
一雪
に
な
れ
、
二
年
会
曇
で

、
一日
上
げ
、
ル
ー
ト
エ

作
ρ
主
力
こ
な
り
，
二
年
会
員
て
別
動
隊
に
入
る
ｏ
こ
颯
び
山

岳

会
の
エ
リ
ー
ト
が
歩
む
適
で
は
な
い
か
ヒ
思
う
ｏ

（
し
か
し
、

冊
近̈
″
会
曇
．い
出
行
数
か
う
一月
て
ヽ
「
」
∂
エ
リ
ー
ト

・
コ
ー
ス

と
取
々
に
は
め
ま
り
に
も
た
よ
り
な
い
気
な
す
る
っ
）

装
“議
童
大
町
蔦
車
ｔ

い運
ん
で
く
れ
た
一旭
川
、
列
車
の
』
・軍
薦

■

欺

ゃ
ｔ

く

幕
た

小

川
⑬

一曲
氏

な

は

じ

め

、
圏
ル
送

噂

．
撻

―
ヽ
人

泄

を

し
て

く
だ

さ

（
一
各

■

大

閉

一●
状
哺

ｔ
雙

し
て
く
だ
さ

っ

た
方

、
ピ
一，
も
ル
リ
が
こ
一つ
ご
ざ

い
ま

し
た
，

だ

小
川
谷
周
辺
の
沢

期
　
日
　
一
一月
七
日
①
～
八
日
③

参

胆
者
　
安
営
Ｃｔ
　
小
川
崎
舞
　
通
川
　
以
上
三
名

報
　
告

☆

二
月
と
目
的
　
晴
　
滝
上
谷
下
部
　
安
燃

朝
入
出

ク
ニ
日
ほ
ど
前
に
降

つ
た
璽
が
二
〇
ゼ
ン
チ
繊
あ
る

ソー、
川
谷
林
道
を
歩
き

、
薄
上
谷
出
合
ド
ツ
エ
ル
ト
な
機

っ
玉
入

谷
す
る
。

本
は
全
く
な
く

、
国
で
か
く
む
胤
た
コ
ー
□
に
て
こ
ず
る
″

大
小
理
の
藩
ま
で
末
θ
が

，
少
し
布
末

っ
て
い
な
い
。
た
壁
に

ボ
ル
ト
が

一
本
肩

フ
ー
あ
り
、
そ
こ
か
ら
か
し
野

っ
て
み
え
な

向
う
側
に
降
り
う
胤
ろ
か
ど
一つ
か
わ
か
う
な
い
の
で
止
め
る
ｏ

少
し
も
ご

っ
て
た
か
一ワ
大
き
く
高
巻
く

。

離罐
の
上
の
ワ
サ
ピ

日
の
所
で
鮨
行
な
再
ち
閉
り
、
仕
暴
鷹

（

-14--15-

左
澤
ｔ
た
ｒ
っ
て
出
合
に
も
ご
る
．
　

　

〔
撃

タ
イ
ム
　
東
日
朦
９

・
恥
―
饉
轟
掛
構
婦
，
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